
 

               

 

 

友ヶ島の海岸漂着物の対策について 

～阪南大学と協力し調査を開始～ 
 

 

友ヶ島内の一部海岸で散見される漂着物については、景観面での阻害の

みならず、海洋汚染にもつながっており、本市においても喫緊の課題であ

ることから、今年 7月に SDGs未来都市に選定された計画に、海洋環境の改

善など、持続可能な海社会の実現を目標として設定したところです。 

 

 

今般、本市協力のもと、阪南大学経済学部の千葉知世
と も よ

准教授が、友ヶ島

の海岸漂着物に関する調査・研究を進めていただけることとなりました。 

当面の間、海岸漂着物の現況と発生源に関する調査を行い、その後、千葉

准教授を中心とした分野横断的な研究体制が構築され、海岸漂着物に関する 

科学面や法制面での本格的な研究へ展開するとしており、本市としてもこれ 

に連携し、課題解決へつなげていきます。 

 

   

【今年度の予定】 

① 令和元年１１月１２日（火）⇒友ヶ島に海岸漂着物の収集と分析 

  令和元年１１月１３日（水）⇒友ヶ島または加太における海岸漂着物の収集と分析(予定) 

② 令和２年１月～２月のうち２日間⇒友ヶ島または加太における海岸漂着物の収集と分析(予定) 
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